
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
主

催

の
第
五

回
「
老
人

ス
ポ
ー
ッ
大

会
」
 
は
、快
晴
に
恵

ま
れ
た
九
 

月
九

日
、
お
よ
そ
五
百

人
の
お

年
寄

り
が
参
加
し

て
行
わ
れ

ま

し
た
。
 

会
場
の
南

小
学
校
校

庭
に

は
、
 

単
位
老
人
ク
ラ
ブ

ご
と
に

テ
ン

ト
を
張
り
、

盛
ん
に

声
援
合

戦
、
 

ピ

ン
ポ
ン
玉
を

ス
プ
ー
ン

に
乗

せ
て
走
る
ス
プ

ー
ン
競
走
や
ビ

ン
つ
り
、

パ
ン
喰
い

競
走
な
ど

の
多
彩
な
種
目
に
挑

戦
、

往
年

の
健
脚
を

競
っ

て
い
ま
し
た
。
 

往
年
の
健
脚
に
声
援
 

元
気
に
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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印 刷 西 北 印 刷 

世 帯 数 	14,441 

（昭和54年 9月】日現在）住民基本台帳から 

男 	25,648人 

女 	27,218人 

市 の 人 口 

52,866人 

ー 広報 、 ‘ 	‘ 、 

③ご、よびわら 

テ
ン
ト
 

を
く
み

の
料
理
 

守
り
す
る
 

み
ら
れ
ま
し
ナ
 

（写
真
 
九

月

校
庭
で

）
 



市
の
執
務
時
間
 

十
月
一
日
か
ら
市
役
 

ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
 

所

（病
院
を
除
く
）
の
 
で
 

執
務
時
間
が
、
次
の
よ
 

（
昼の
休
憩
時
間
は
、
 

う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
 
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
 

十
月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
 

前
田
 

清
勝
（

3
8）
無
新
 
鶴
谷
 

敏
雄
（

4
9)
 

保
育
園
長
、
梅
田
字
福
浦
 

会
社
員
、
旭
町
一
一
一

六
七
 

無 
現 

で
 

日
 午

前
八
時
三
十
分
か
 

任
期
満
了
に
伴
う
五
所
川
原
市
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
は
、
九
月
二
日
午
前
七
時
か
ら
市
内
三
十

三
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果

二
十
四
人
（
現
職
十
九
人
、
元
二
人
、
新
人
三
人
）
 

の
新
し
い
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

新
し
い
議
員
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
今
後
四
年
間
、
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

活
躍
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

新
し
い
議
員
に
対
し
九
月
五
日
、長
尾
市
選
管
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
そ
れ
ぞ
れ
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

新
議
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 （
敬称
略
）
 

鳴
海
 
真
一
（

4
9）
無
現
 

寺
田
 
義

雄
（
6
0）
無
現

農
業
、
唐
笠
柳
字
藤
巻

四
 

三
上
 
理
（

5
1）
無
現
 
福
士
 

孝
一
 
（6
3）
無
現

会
社
役
員
、
岩
木
町

一
七
 
農
業
、
高
野
字
広
野
一

七
 

「国際協調と日本の役割」 

成

田
 
守
（

4
5）
無
現
 

会
社
役
員
、
松
島
町
四
丁

目
」
一
 

石
岡
 
裕
（

4
1）
無
新

農
業
、
野
里
字
野
岸
七

ー
 

一
 
一
 

泉
谷
 

正
志
（

5
4）
無
現

農
業
、
毘
沙
門
字
熊
石
一
 

八
 

和
島
 

会
社
役
員
、
飯
詰
字
福
泉

一
一
一
八
 

葛
西
 

収
三
（

4
2）
無
現
 

家
畜
業
、
七
ッ
舘
字
虫
流

八
五
ー
六
 

小
野

豊
四

郎
（
7
1）
無
現
 

商
業
、
沖
飯
詰
字
男
鹿
一

六
〇
ー
一
一
 

農
業
、
藻
川
字
村
崎
五
五

五
ー
一
 

商
業
、
七
ッ
舘
字
虫
流
八

五
ー
五
 

斎
藤
 
昇

（5
3）
無
元

会
社
員
、
松
島
町
二
丁
目
 

一
 

川
浪

重
次

郎
（
5
9）
無
現
 

農
業
、
鶴
ケ
岡
字
鎌
田

一
一

八

一
ー
一
一
 

石
岡
 
貢
（

5
7）
無
現
 

商
業
、
福
山
字
広
富
一
」ハ

七
ー
五
 

ロ
期
間
 
十
月
一
日

か
ら
来
年
二
月
末
日
ま
 

で
 ロ

月
曜
日
か
ら
金
曜
 

多
数
ご

聴
講
下
さ
 

ロ
と
き

九
月
二
十

‘
 

日
（
木
）
 

午
後
一
時

か
ら
 

ロ
と
一
」
 

ろ
 
市
民

文
化
会
館

一
一
階
 

十
五
分
ま
で
。）
 

ロ
土
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
 

ロ
演
題
 
「
国

際
協
調
と
日
本
の

役
割
」
 

ロ
講
師
 
外
務

省
情
報
文
化
局
国

内
広
報
課
長
 
永

井
重
信
氏
 

ロ
主
催
 
国
連

協
会
五
所
川
原
支

部
、
市
教
育
委
員

会
、
国
連
青
少
年

の
家
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就

蔵
（
4
5）
無
新
 
川
浪
 

直
治
（
7
0）
無
現
 

時局講演会 
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当選証書を手に喜びの新議員・代理人 

C貨芸驚器讐意コ 
定年延長奨励金 

1 受給できる事業主 

定年を労働協約または就業規則によって定めてお 

り、その定年年齢56歳以上に引き上げた事業主 

2 受給できる額 

(定年延長によって延長、 ー年額36万円 

前の定年年齢を超えて 	 （中小企業） 

雇用されている労働者 × または 

(65歳未満に限る。） 	年額27万円 

の数 	 ) し （大企業）J 

（定年を延長した期間中に、その対象となった労働 

者が退職するまで、毎年上記の額を受給できます。） 

3 受給のための手続き 

定年を延長した翌年の 1月1日から 1月31日まで

に、支給申請書に、定年に関する労働協約または就

業規則の写し、定年延長関係労働者名簿を添えて、 

五所川原公共職業安定所（廿④3 1 7 1番）に申請

して下さい。 

あなたのポケットにー冊 

県 民 手 帳 販価250円 

使いやすさ、見やすさ、便利さ、かっこうよさをト 

コトン追求した日記式手帳の決定版グ 

ロ申込み先 市総務課企画室 

か⑤）2 1 1 1番・内線319番） 

こ新型がたいへん好評ですこ 

ま
で
。）
 

ロ
と
こ
ろ
 

館
四
階
 

ロ
受
講
料
 

人 

ふ
る
っ
て
お
申
し
込
 

み
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
月
一
日
 

産
経
会
 

（月
）
か
ら
五
日
（
金
）
 
二
日
ま
で
商
工
会
議
所
 

ま
で
の
五
日
間
。
 
（
毎

日
午
後
六
時
か
ら
九
時
 

税
務
簿
記
講
習
会
 

初
心
者
で

も
わ

か
る
 

千
円
。
 

ロ
申
込
み
 
受
講
料
 

を
添
え
て
、
九
月
二
十
 

へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

ロ
講
師
 
中
小
企
業

診
断
士
 
塩
谷
尚
助
氏
 

（
五
所
川
原
 

商
工
会
議
所
）
 

神
 
暗
ニ

郎
（
5
2）
民
現

社
員
、
鳥
森
一
六
ー
八
 

山
口
 
徳
ニ
（

5
0）
無
現

会
社
社
長
、
柏
原
町
六
四
 

山
田
 
誠
紀
（

5
0）
無
元
 
吉
岡
 

良
三
（
5
3）
無
現

商
業
、
布
屋
町
一
〇
 
農
業
、

川
山
字
森
内
二
九
 

奈
良
 

清
作
（
5
1）
無
現

農
業
、
田
川
字
薮
里
一
四

三
ー
一
 

‘

」
 

船
水
 

信
一
（
6
2）
無
現
 

木
工
業
、
飯
詰
字
福
泉
八

五
ー
」
一
 

小
野

仁
太

郎
（
5
9）
無
現

会
社
員
、
柏
原
町
五
三
 

石
岡
彦
永

門
（
4
6）
旺
現

農
業
、
福
山
字
広
富
一
五
 

一
 



、
 

ク
 

昭和 54 年 

秋の全国交通安全運動 

ゆつくり走ろっ血青森県 

青森県交通対策協議会 

9 月21日（金）へ一 9 月30日（日）まで10日間 

運動の重点 

1 子供と老人の交通事故防止 

2 自転車及び原動機付自転車の安全利用の促進 

3 安全運転の確保とシートペルト着用の推進 

この運動は、広く県民に交通安全思想を普及徹底し、 

正しい交通ルールとマナーの実践を習慣づけることに

より、交通事故防止の徹底を図ることを目的とします。 

期 間 

目 的 

広報ごしょがわら （第 3 種郵便物認可） 

~ 

自
転
車
で
も
違
反
は
許
し

ま
せ
ん
ー
と
県
警
察
本
部
で

は
厳
し

い
姿
勢
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。
バ
イ
コ
ロ
ジ

ー
 

と
い
う
言
葉
を
生
み
出
す
ほ
ど

最
近

の
自
転
車
ブ

ー
ム

は
す
さ
ま
じ

い
が
、
 一
方
で
マ
ナ
ー
の
悪
さ
も
大
い
に
気

に
か
か
る
と
こ
ろ
。
自
転
車
乗
り
が
交
通
事
故
の
当
事
者

と
な
る
ケ
ー
ス
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
警

は
こ
れ
ま
で
の
ド

ラ
イ
バ
ー
中
心
の
交
通
取
り
締
ま
り
を

自
転
車
に
ま
で
広
げ

て
、
悪
質
な
場
合
は
ビ

シ
ビ
シ
摘
発
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

自
転
車
乗

り
に
対
す
る
取
り

締
ま
り
は
、
酒
酔
い
を
は
じ
め

信
号
無
視
、
無
灯
火
、

二
人
乗

り
、
 一
時
不
停
止
と
い
っ

た
、
 

違
反
が
明
ら
か
な
も
の
を
重
点

に
他
の
交
通
の

妨
害
や
危
険
を

生
じ
さ
せ
る
者
を
摘
発
す
る
と

い
う
。
 

違
反
者
に
対
し
て
は
指
導
の

徹
底
を
図
る
た
め
「
私
は
、
た

だ
い
ま
指
摘
さ
れ
ま
し
た
と
お

り
交
通
法
令
違
反
を
し
た
こ
と

に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

は
交
通
法
規
を
よ
く
守
り
、
再
 山

 
 自

転
車
で
通
勤
通
学
、

そ
し
 

び
違
反
し
な

い
よ
う
注
意
し
ま

す
」
と
書
か

れ
た
誓
約

書
に

本
人
が
署
名
、
押
印
の
う
え
提

出
さ
せ
る

と
い
う
厳
し

い
も
の
。
 

県
警
の
調
べ
に

よ
る
と
七
月

末
現
在
、
県
内
で
自
転
車
乗
り

が
交
通
事
故
の
当
事
者
と
な
っ

た
ケ
ー
ス
は
五
百
十
三
件
と
昨

年
同
期
の
三
百
十

一
件
を
二
百

二
件
も
上
回
り
、
さ
ら
に
悪
質

あ
る
い
は
無
謀
な
ケ
ー
ス
が
目

立

つ
た
め
、
自
動
車
並
み
に
強

力
に
取
り
締
ま
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。
 

4
 

.
 

「燃
や
せ
青
春
明
日
の
た
め

に
、
築
け
明
る
い
文
化
の
郷
を

ノ
」
 
をス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
 

鶴
田
町
を
主
会

場
に
県
内
四
十

七
市
町
村
か

ら
約
二
千
人

の
若

人
が
参
加
し

て
第
二
十
八
回
県

青
年
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
が
、
 

当
市
で
は
体
育
の
部
で
総
合
第

六
位
、
生
活
文
化
の
部
で
第
三

位
と
な
る
な
ど
、

大
い
に
が
ん

ば
り
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
市
青
年
団
協
議
 

"
 

会
（
川
浪
豊
会
長

・
団
員
二
百

五
十
人
）
か
ら
選
手
五
十
人

と

十
二
人
の
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

種
目
別
の
結
果
は

次
の
と
お

り
で
す
。
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（男
子
）
第

一
位
 

▽
二
回
戦
 

五
所
川
原
2
1
0
 
六
戸

▽
同
準
決
勝
 

五
所
川
原

2
1
0
 
田
子

▽
同
決
勝
 

五
所
川
原
2
1
1
 
稲
垣
 

バ
ト
III
ン
ト
ン
第
一
位
 

▽
準
々
決
勝
 

五
所
川
原
2
1
1
 
浪
岡
 

▽
準
決
勝
 

五
所
川
原
2
1
0
十
和
田
湖
 

▽
決
勝
 

五
所
川
原
2
1
0
 
大
鰐
 

柔
道
団
体
第
三

位
 

▽
二
回
戦
 

五
所
川
原
1
1
1
野
辺
地
 

（代
表
勝
ち
）
 

て
お
買
い
物
の
あ
な
た
は
、

ち
ゃ
ん
と
ル
ー
ル
を
守
っ
て

い
ま
す
か
？
・
 

燃
や
せ
青
春
、
明
日

の
た
め
に
 

当
市
、
青
年
大
会
で
が
ん
ば
る
 



ス
。
暫

乗
幽
 

車
議
 一

 

子
供
さ
ん
に
自
転
車
を
買
っ

て
与
え
る
と
き
は
、
次
の
点
に

気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

＠
サ
ド

ル
に
ま
た
が
っ

て
み
て
、
 

無
理
の
な
い

姿
勢
で
ハ
ン
ド
ル

や
ブ
レ
ー
キ
が
操
作
で
き
、
両

足
先
が
地
面
に

つ
く
か
確
め
る
。
 

＠
子
供
は
、
す
ぐ
大
き
く
な
る

か
ら
と
い
っ
て
、
体
に
合
わ
な

い
大
き
な
自
転
車
を
与
え
る
の

は
、
事
故
の
も
と
で
す
。
ご
注

意
を
ノ
 

、フ
レ

ー
キ
・
反
射
器
材
の
整
備
 

県
下
防
犯

少
年
野
球
大

会
で
優
勝
し

た
五
一
中
の

野
球
チ
ー
ム

と
、
全
国
中

学
校
卓
球
大

会
で
準
優
勝

し
た
五
二
中

の
男
子
チ

ー
 

ム
、
同
第
「
一

位
の
女
子
チ
 

ー
ム
が
こ
の

ほ
ど
市
内
パ

レ
ー
ド
を
し

ま
し
た
。
 

五ー中、ニ中が合同パレード 
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自転車を乗る方‘ 

ブ
レ
ー
キ
の
つ
い
て
い
な
い

自
転
車
ゃ
き
き
の
悪
い
自
転
車

ま
た
は
尾
燈
や
反
射
テ
ー
プ

が

な
い
自
転
車
に
乗
っ

て
は
い
け

ま
せ
ん
。
 

特
に
ブ

レ
ー
キ
の

つ
い
て
い

な
い
自
転
車
や
き
き

の
悪
い
自

転
車
に
乗
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
 

自
転
車
横
断
帯

の
通
行
 

自
転
車
横
断
帯
の
あ
る

と
こ

ろ
で
は
必
ず
そ
こ
で
横
断
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

歩
道
通
行
 

普
通
自
転
車
は
歩
道
通
行
可

の
標
識
の
あ
る
と
こ
ろ
で

は
歩
 
 

道
を
通
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
場
合
歩
道
の
中
央
か
ら

車
道
寄
り
を
徐
行
し
ま
た
歩
行

者
の
通
行
を
妨
げ
そ
う
な
と
き

は
必
ず

一
時
停
止
し

て
歩
行
者

に
道
を
ゆ
ず
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

交
差
点
へ
の

進

入
禁
止
 

普
通
自
転
車
に
乗
っ

て
い
る

と
き
交
差
点
や
そ
の
手
前
に
進

入
禁
止
の
道
路

標
示
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
標
示
を
こ

え
て
交

差
点
に
入
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

そ
の
交
差
点
の
手
前
か
ら
左

側
の
歩
道
を
通
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

▽
同
準
決
勝
 

鶴
田

4
1
1
五
所
川
原
 

柔
道
個
人
 

軽
量
級
第
三
位
 
山
谷
光
明

中
量
級
第
一
位
 
遠
藤
重

男

同
第
二
位
 
島

田
英
基

重
量
級
第
三
位
 
渋
谷
 
稔

▽
手
芸
の
部
 
努
力
賞
 
石

岡
一
子
 

▽
体
育
の
部
 
総
合
第
六
位

▽
生
活
文
化
の
部
 
総
合
第

三
位
 

第
一
位
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（男

子
）
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム

は
、
十

一
月
八
日
か
ら
四
日
間
、
 

東
京

・
代
々
木
国
立
競
技
場
で

行
わ
れ

る
全
国
青
年
大
会

に
県

代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。
 

青
森
陸
上
競
技
協
会
主
催
の

五
十
四
年
度
「
青
森
県
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
」
 
が
、九
月
一
一

十
九
、
三
十
の
両
日
、
市
内
飯

詰

・
勤
労
青
少
年
体
育

セ
ン
タ
 

ー
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
ま
す
。
 

ご
観
覧
下
さ
い
。
 

競
技
開
始
は
、
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
で
す
。
 

種
目
は
、
男
子
が
、
百
H

、
 

二
百
1
1、
四
百
H
、
八
百
H
、
 

千
五
百
H

、
五
千
U
、
 一
万
1
1、

 

四
百
H
ハ
ー
ド
ル
、
走
幅
跳
、
 
 

走
高
跳
、
三
段
跳
、
棒
高
跳
、
 

砲
丸
投
、
円
盤
投
、

ゃ
り
投
、
 

ハ
ン
マ
ー
投
な
ど
二
＋
種
目
。
 

女
子
は
、

百
H
、
二
百
1
1、

 

四
百
冒
、
八
百
1
1、
千
五
百
H
、
 

三
千
H
、
百
U
ハ
ー
ド
ル
、
走

高
跳
、
走
幅
跳
、

砲
丸
投
、
円

盤
投
、
ゃ
り
投
な
ど
十
五
種
目
。
 

な
お
、
三
十
日
に
は
、
小
学

校
の
部
の
競
技
も
行
わ
れ
ま
す

が
、
種
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

男
子
 
百

H
、
四
百
冒
、
千

五
百
U
、
走
幅
跳
、
四
百
H
リ

レ
ー
 

女
子
 
百
〉「
、
二
百
冒
、
走

幅
跳
、
四
百
H
リ
レ

ー
 

危
険
で
す
 
酒
酔
い
 
信
号
無
視
 
無
灯

火
 
二
人
乗
り
 

県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
 

2
9・
3
0の
両
日
、
五
所
川
原
市
で
 



「
一
 

」
一
 

一
 

シ】心試小試・ン試・：・討く・苫・】・試中：・：' 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ 月 児 
昭和54年 

6 月生まれの 
乳 	児 

10月3日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和54年 

3 月生まれの 
乳 	児 

10月16日 ク 

1歳6 カ月児 
昭和53年 

4 月生まれの
幼児 

10月23日 ク 

「胆
石
症
」
 
につ
い
て
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

乳幼児の健康診査 
市では乳幼児の健康診断と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後12時45分から 1時30分まてる。 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か、ほかの医療機関で健康診断を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 

なお、 1歳6 カ月児に限り歯科衛生指導を行います。 

う統計的手法によって選ばれた約35万世

帯を対象として実施されます。 

この結果は、政府の雇用・失業対策を

はじめ各種の行政施策立案のための基礎

資料となるものです。青森県知事から任

命された調査員が、9月下旬に調査対象

となった世帯をお訪ねしますので、ご協

力をお願いします。 

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご

協
力
下
さ
い
 

10月 1 日現在で 

総理府統計局では、10月1日

現在で9回目の就業構造基本調

査を実施します。この調査は、 

全国を代表するように選び出さ

れた地域（調査区）から、調査

対象となる世帯を選定するとい 

広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年）9月15日（455号） ⑥ （第 3種郵便物認可） 

焚
珠
自
然
科
学
教
室
 

「親
子
の
つ
ど

い
」
 

参
加
者
を
募
る
 

；・’試・苫く・×くくくく＜・苫く・試く・苫・×可・討・：心討・苫可中試・ン試・：・苫く・：・； 

福間さんら表彰される 

保健衛生大会 

ロ
と
き
 
九
月
二
十
三
（
日
）
 

一
一
十
四
日
（
月
）
の
一
泊二
日
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
内
神
山

・
少

年
自
然
の
家
 

ロ
ど
ん
な
こ
と
を
 
植
物
や

天
体
、
虫
な
ど
を
観
察
し
て
自

然
の
理
解
を

深
め
ま
す
。
 

ロ
参
加
で
き
る
方
 

△
事
業
の
名
称
 
青
年
仲
間

づ
く
り
 

△
事
業
の
内
容
 
地
域
の
伝

統
を
継
承
す
る
活
動
、
野
外
活

動
、
体
育
、
文
化
等
の
活
動
及

び
奉
仕
活
動
。
 

ロ
第
一
回
目
 
青
年
仲
間
づ
 

西
北
を
は
じ
め
、
中
南
、
東

青
各
教
育
事
務
所
管
内
の
小
学

三
年
生
以
上
及
び
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
。
 

ロ
経
費
 
食
事
、
シ
ー
ッ
代

な
ど
合
わ
せ
て
一
人
当
た
り
千

五
百
円
で
す
。
 
（
当
日
の
受
け

付
け
で
徴
収
し
ま
す
。）
 

参

加
者
募

集
 

く
り
集
会

（
講
話
、
話
し
合
い
）
 

九
月
二
十
五
日

（
火
）
午
後
七
時
 

ー
九
時
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）
 

ロ
第
ニ
回
目
 
青
年
野
外
教

室

（
ゲ
ー
ム
、
ダ
ン
ス
、
ス
ポ
 

ー
ッ
等
）
九
月
三
十
日
（
日
）岩

木
町
岳
、
岩
木
青
少
年
ス
ポ

ー
 
 

ロ
お
申
込
み
 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
九
月
二
十
日
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。
 

ロ
申
込
み
先
 

五
所
川
原
市
大
字
神
山
字
殊

峯

一
一
七
ー
六
〇
二

（
（郵
便
番

号
〇
三
七
ー

〇
六
）
 

青
森
県
立
賛
珠
少
年
自
然
の

家

（
。
長
橋
局
三
三
〇
三
番
）
 

持
参
す
る
も
の
な
ど
、
詳
し

く
は
当
少
年
自
然

の
家
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ツ
セ
ン
タ
ー
。
 

集
合
時
間

・
場
所
、
午
前
九
 

時
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
 

会
費
 
五
〇
〇
円
 

△
対
象
 
勤
労
青
少
年
 

△
申
込
み
 
市
教
育
委
員
会
 

社
会
教
育
課

（
。
四
ー
三
一
九
 

一
一番
）
へ
九
月
二
十
一
日

（
金
）
 

ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
 
「み

ん
な
の
健
康
教
室

」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
胆
石
症
」
 

に
つ
い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
九

月
二
十
八

日
 

（
金
）
午
後
一
時
か

ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、

五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

？街
頭
献
血
に
 

こ
協
力
を
）
 

県
の
移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
 

号
」
が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
 

を
行
い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

当
市
の
街
頭
献
血
は
、
毎
月

第
一
木
、
第
三
木
曜
日
で
す
。
 

△
と
き
・
と
こ
ろ
 
十
月
四

日
（
木
）
 

＠
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
十
一
一

時
ま
で
 

市
庁
舎
お
祭
り
広
場
前
 

＠
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

ま
で
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
前
 

△
と
き

・
と
こ
ろ
 
十
月
十

八
日
（
木
）
 

⑨
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
十
一
一

時
ま
で
 

五
所
川
原
保
健
所
前
 

＠
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

ま
で
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所

前
 

、
,
',
？、
‘
，
'
,
,
，
‘
、
●
，
●
，‘
，●
，
●一

 

こ
の
ほ
ど
市
民
文
化
会

館
で
開
か
れ
た
第
八
回
北

五
保
健
衛
生
大
会
の

席
上
、
 

保
健
衛
生
活
動
に
功
労
の

あ
っ
た
次
の
個
人
、
団
体

が
考
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

福
間
タ

マ
（
毘
沙
門
）
、
 

藤
森
ミ
チ
エ
（
沖
飯
詰
）
、
 

松
山
き
よ
（
中
泉
）
、
日

照
田
久
司
（
寺
町
）
、
松

島
町
四
丁
目
町
内
会
 

（敬
称
略
）
 

「
青
年

仲
間
づ

く
り

」
 



瞬
驚
鷲

像
鷺
塔
賜鍋
 

▽
イ
ヌ
タ
デ

（
タ
デ科
）
 

津
軽
地
方
で
は
ア
ガ
マ
マ
（
赤

飯
の
こ
と
）
と
呼
ん
で
い
て
、こ

ど
も
た
ち
の
ま
ま
ご
と
遊
び
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
誰
れ

で
も
知
っ
て
い
る
草
で
す
。
 

花
穂
が
紅
色
で
澄
ん
だ
秋
空

と
よ
く
調
和
し
、
見
る
人
の
心

を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
 

こ
れ
と
よ
く
似
た
仲
間
に
オ
 

（
九
月
中
旬
ー
九

月
下
旬
）
 

オ
イ
ヌ
タ
デ
が
あ
り
い
つ
し
ょ

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
 

イ
ヌ
タ
デ
の
種
子
は
ソ
バ
の
種

子
の
よ
う
に
三
角
形
を
し
て
ふ

く
ら
ん
で
い
て
、
オ
オ
イ
ヌ
タ

デ
の
そ
れ
は
平
べ
っ
た
く
て
レ

ン
ズ
状
な
の
で
区
別
で
き
ま
す
。
 

両
種
と
も
一
年
草
で
、
路
傍
で

普
通
に
見
ら
れ
、
和
名
は
「
犬
タ

デ
」
 
で本
物
で
な
い
タ
デ
と
い
 

う
意
味
で
す
。
 

▽
コ
ブ
ナ
グ
サ
（
イ
ネ科
）
。
 

和
名
は
「
鮒
草
」
で
葉
の
形
が
小

さ
い
鮒
（
ふ
な
）
を思
わ
せ
る
と

こ
ろ
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
こ

の
草
は
姿
が
か
れ
ん
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
黄
花
の
染
料
を

と
り
「
黄
八
丈
」
を
つ
く
る
の
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
有
名
な

草
で
す
。
 

田
の
あ
ぜ
や
野
原
に
普
通
に
み

る
こ
と
の
で
き
る
一
年
草
で
す
。
 

（
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）
 

市
で

は
、

「緑
豊
か

な
ま
ち
」
 

を
目
指
し
、

街
路
樹

の
育
成
・
 

保
護
や
入
学
記
念
樹

の
交
付

な
 

ど
で
緑
化
運
動
を

す
す
め
て
お
 

り
ま
す
。
 

だ
が

最
近
、

心
な
い
人
の

悪
 

質
な
い

た
ず

ら
で
、

貴
重
な
街
 

路
樹
が

折
ら
れ

市
民
を

憤
慨
さ
 

緑
へ
の
い
た
ず
ら
は
や
め
て
下
さ
い
 

せ
て
お
り
ま
す
。
 

緑
は
、

市
民
み
ん
な
の
愛
情

に
よ
っ

て
育
て
、
後
世

の
子
孫

に
残
す
も

の
で
す
。
 

街
路
樹

へ
の
い
た
ず
ら
は
絶

対
や
め
て
下
さ
い
。
 

中苫・苫心呂・：・ 

秋の狂犬病予防注射と’ 

登録のお知らせ 

ロ料 金 

登録済みのもの 	 登録していないもの 

，繁繁器｝1,250円登篇濃】器 I3.250円 
登 録 料2,000円 J 

⑥犬の放し飼はできません．ノ 

1．犬の登録をしないと 	狂犬病予防法 

第 4 条違反 ~ 3万円以下の 

2 ．犬に注射をうけさせないと・・・狂犬病予防法「 	罰 金 

第 5 条違反 

3 ，犬を放しておくと 	 県飼犬の管理及び犬による危 

害の防止に関する条例第 3 条

違反 1万円以下の罰金 

じゆうぶん注意して下さい0 

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
 

三
種
混
合
ワ
ク

チ
ン

の
第
一
一

期
分
接
種

は
、
第
一
期
接
種

後

一
年
ー
一
年
半

の
期
間
が

経
過

し
て
い
な
い

と
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
今
回
九
月
か

ら
始

ま
る
三

種
混
合
ワ
ク

チ
ン
は
一
期
分
だ

け
と
し
、

第
二

期
分
は
明
年
三

月
に
実

施
の
予
定
で

す
。
 

第
二
期
分
は
、

後
日

広
報
で

お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、

間
違

い
の
な
い

よ
う
に
お

願
い
し

ま

す
。
 

（第 3 種郵便物認可） 
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昭和54 年（1979年）9 月15日（455号） 

狂犬病予防注射と登録の日程 

月 	日 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

湊 団 地 集 会 所 午前 9:30--b0 】 30 
姥 	落 	集 会 所 10 : 40~li : 00 
稲 	実 	屯 	所 ii: 10~il :30 

10月1日 
市 農 協 栄 支 所 i1: 40-12: 00 
七ッ館（工藤理容所） 午後 0:50~I 】 10 

の 浅井 （一 戸 商 店） 1 】 20~ 1 】 40 
福 	山 	集 	会 所 1一： 50~ 2 】 20 
豊 成（り ん ご倉庫） 2:30一1 3 】 00 
野 里（集 	会 	所） 午前 9 】 30-10: 00 
神 山 （松 野商 店） 10: io~io: 40 
松野木（三上商店） io: 50~il: 10 

10月 2 日 福岡 （佐々木商店） 11:20--li: 40 
因 若山 （石岡治男宅） 午後 0:40一～ 1:00 

石 田 坂 集 会 所 1: 10~ 1 : 30 
下 岩 崎 集 会 所 2 : 00~ 2 :20 
飯 	詰 	支 	所 午前 9 】 30-10: 40 
平町（渋谷俊一宅） 10: 50-11: 10 

10月 3 日 金 	山 	児 	童 	館 ii: 30~ 12 : 00 

困 水 野 尾 集 会 所 午後 1 】 00~ 1:20 
米田 （米田精米所） 1 : 30~ 1: 50 
松 	島 	支 	所 2 : 00~ 2 :20 
一野坪（対島静堅宅） 午前 9:30一1 9 】 50 
馬 性 	（対馬堅一宅） io: oo~io: 20 
悪戸 （高橋リ ンゴ店） io: 40~li: 00 

10月 4 日 川代田（外崎嘉太郎宅） U: 10 	li :30 
困 

漆 川（お く ら 神社） i1: 40-12 : 00 
十川 	（吉村商店） 午後 (I 】 50~ 1:10 
桃 崎 	（バ ス 停） 1 : 20~ 1: 40 
共 	栄 	集 	会 	所 午前 9:30~ 9 】 50 
長 	富 	集 	会 	所 10: oo~io: 20 
毘 	沙 	門 	支 	所 io: 30~lO: 50 
毘 沙 門 集 会 所 ii: 00~li :20 

10月 5 日 沖 飯 詰 集 会 所 ii: 30-12 : 00 
岡 中 午後 0:50~ 1 】 20 

種 	井 	集 	会 	所 1 : 30~ 1 :50 
小 	曲 	集 	会 	所 2 :10~ 2 : 40 
沼田町（秋田谷旅館） 2 : 50~ 3 :10 
広田一みどり町（陸奥燃料） 午前 9:30~ 10 】 00 
梅 沢（教 	円 	寺） 10 : io~io: 30 

10月 8 日 
梅 沢（成田理容所） 

梅 	沢 	支 	所 
10 : 35一1b0 :55 
ii: 00~il :20 

旧） 中 	泉 	集 	会 	所 ii: 30~ 0 : 00 
七 	和 	支 	所 午後 1:10~ 1 】40 
俵 元 	（警 鐘 台） 午前 9:30-10 00 
原 子（集 	会 	所） io: b（〕一～ b0. 50 

10月 9 日 前田野目 （西塚商店） 11 00-11 20 
閃 

派立 	（新谷啓一宅） 

高野 （広 峰神 社） 
11 

午後 1 
30一1il 
001~i 

50 
40 

石岡 （石岡精米所） 

10月11日
困 

松島団地（松島ストア） 
松島団地（ 8 丁目バス停） 

松島団地管理事務所 

午 前 

 

30

00

910
11 91011

2 
0000 505050

00 午 後 

下平井町（老人ホーム） 午前 9 】 30-10:20 
10月12日 敷島町 （敷島分院） 10 : 30~li :30 

旭町 （旧 消 防署） 午後1 】 00~ 2 】 00 
岡 五 所 川 原 保 健 所 2 :10~ 2 : 40 

10月15日 集
  

和北
 
会
務

平
西
三
 
町

教
道
 
育
 
…
事

会
 
所
所

館
  

i
i1
22
  

3
l
!0
  

0- 
0
-
 
0
-
 
 

午
 
午
 
前
 
後
 

91
1
 
0
0

3
 
0
0
0
  

卿 

下 	藻 	川 	屯 	所 午前9:30~iO 】 00 
上藻川 市 農 協 倉 庫 10 : bo~io : 30 
三 	好 	支 	所 10 : 40~li :20 

10月16日 高 	瀬 	集 	会 	所 11: 30一1l2 : 00 
因 田 川 （奈 良 商 店） 午後1 】 00一1 1:20 

新 	宮 集 	会 	所 1 】 30~ 2 : 00 
新 宮 団 地 森 の 家 2 	:10一一 2 	: 50 

犬のフンは、みんなが迷惑しています。 

飼主は、必ず始末して下さい。 
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九
月
三
十
日
ま
で
届
出
を
 

法
の
改
正
に
よ
っ

て
、
今
年
 
の
仕
組

み
が
変
っ
て
い
ま
す
。
 

七
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一
日
か
ら
「
農
地
あ
っ

せ
 
こ

の
た
め
、
農
地
を
買
い
た

ん
事
業
」
 
（
正
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は
、農
地
 
い
方
、

ま
た
は
借
り
た
い
方
は
、
 

移
動
適
正
化
あ
っ

せ
ん
事
業
）
 
あ
ら
か

じ
め
市
農
業
委
員
会
の
 

墓
地
の
購
入
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を
募
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長
者
森
平

和
公
園
 

市
都
市
計
画
課
で
は
、
「長
 

口
永
代
使
用
料
 
一
一
万
円
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和
公
園
墓
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購
 

口
管
理
料
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（
年
 

入
者
を
募
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し
て
い
ま
す
o
 

間
）
 

申
し
込
み
と
同
時
に
、
永

代
使
用
料
と
管
理
料
を
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ロ
お
間

い
合
わ
せ
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し
く
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市
都
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計
画

課
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廿
⑤
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一
一
番
・
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線
二
三
三
番
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へ
お
間
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

「
あ
っ
せ
ん
譲
り
受
け
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候
補

者
名
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に
登
載
す
る
必
要
が

あ
り
、
届
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

現
在
、
あ
る
い
は
将
来
農
地

を
買
い
、
ま
た
は
借
り
て
経
営

規
模
を
拡
大
し
た
い
方
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、
九

月
三
十
日
ま
で
に
市
農
業
委
員

会
へ
届
出
し
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下
さ
い
。
 

祝

電
は
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早

目
に
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シ
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に
な
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と
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大
安
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に
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五
十
円

割
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こ
の
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度
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配
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い
と
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す
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時
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に

五
万
円
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託
 
仲
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さ
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松
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
松
鶴
会
 

・

仲
よ
き
会
（
伊
藤
ョ
キ
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表
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九
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は
八
月
二
十
九
日
、
 

恵
ま
れ
な
い
人
々
に
役
立
て
て

下
さ
い
と
、
現
金
五
万
円
を
善

意
銀
行
五
所
川
原
支
店
に
預
託

し
ま
し
た
。
 

仲
よ
き
会
の
皆
さ
ん
は
、
さ

る
五
月
初
旬
か
ら
毎
週
土
曜
日

の
朝
、
リ
ヤ
カ
ー
や
一
輪
車
で

廃
品
を
回
収
し
、
売
っ
た
代
金

を
貯
め
て
い
た
も
の
で
す
。
 

午
前
を
指
定
す
る
と
十
時
前
後
、
 

午
後
を
指
定
す
る
と
二
時
前

後

に
な
り
ま
す
。
 

祝
電
は
受
取
人
に

一
生
の
思
 

い
出
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
 

名
文
を
早
目
に
、
安
く
贈
っ
て

こ
そ
効
果
が
あ
る
も
の
で
す
か

ら
、
ぜ
ひ
配
達
日
指
定
扱
い
で

お
早
目
に
発
信
さ
れ
る
よ
う
お

奨
め
い
た
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

農
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を
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い
 

借
り
た
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「バドミントン教室」の参加者を募集 

市教育委員会では、「バドミントン教室」の参加者を

募集しています。ふるってご参加下さい。 

ロ申込先 市教育委員会・保健体育課（喫）3192番） 

住所、氏名、生年月日、電話番号と参加料 

1,000円（うち 680円スポーツ傷害保険料） 

を添えて電話かハガキで申し込んで下さい。 

ロ申込み締切り 	9 月20日 

場 所 市民体育館 

募集人員 先着60人 

参加料 当日でもよい 

教室名 対象者 性呂I 時 間 開 設 期 日 回劃 

バド 

ミントン 

一 般

初心者 

男
・
女
 

午後 6時

午後 9時 

9 月21日.10月 5 日 

10月19日．10月26日 

11月もあります 

10 

善意銀行へ預託 

ありがと 』つ
 

金 品 住 所 及 び 団 体 代表者 
3,370 末

原
一
敷

長
元

広
錦
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匿
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飯

小
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新
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大
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飯
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広
子
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田
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手
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垣
名
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刀
町
端
秀

ク
 
詰
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谷
町
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島
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人
詰
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長
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横山 砂織 

100,000 川口喜代美 

2,560 大坂 	京 

61.813 木村 哲男 

31,645 工藤 ハッ 

30,000 葛西 寛造 

10.000 長尾 武一 

50,000 
13,312 太田 	勲 

20,000 工藤 正俊 

50,000 山田 秀雄 

30,000 鶴谷むっ江 

1,920 佐々木徳一 

2.692 匿名 

4,000 ク 

1,190 五所川原営業所 

150,000 

30.000 
木村孝次郎 
高橋 	孝 

100.000 
5,111 

10,000 工藤徳三郎 

20,000 
10.000 境谷 信隆 

3,000 
15,195 

衣類数点 

太田 竜哉 

．形野森照道 
加三株式会社 

衣類数点 ミ斎藤クニエ 

おしめ50枚 こ松島婦人会 

衣類数点 金I止 鉄広 

5,312 大高 聖功 

50,000 仲よき会 

742 ,．柴田 	勇― 

80.000 三上 光男 
ミ 	（敬称略） 

市
社
会
福
祉

協
議
会

（
川浪

金
昇
会
長
）
の

善
意
銀
行
に
、
 

一
月
一
日
か
ら

八
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
次

の
方
々
か
ら
金

品
の
預
託
が
あ

り
ま
し
た
。
 

紙
上
を
も
っ

て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
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